
桜島の噴火に伴う有村川の緊急除石について桜島の噴火に伴う有村川の緊急除石について

○２月３日１０時１８分、１５時５４分に昨年６月以来の爆発的噴火が昭和火口で発生、
その後、２月６日１１時２５分にも爆発的噴火が発生

→「桜島の噴火警戒レベルがレベル２（火山周辺規制）からレベル３（入山規制）へ」
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＜これまでの国土交通省の対応＞
＜２月４日＞
・国土交通省九州地方整備局と気象庁福岡管区気象台がヘリによる調査を実施

＜２月８日＞
・京都大学防災研究所火山活動研究センターのヘリによる調査を支援

＜２月１２日＞
・桜島を監視する為のカメラを新たに２基設置し、合計７基による監視を実施

＜２月１３日＞
・（独）土木研究所土砂管理研究グループのヘリによる調査を支援

＜国土交通省における火砕流堆積物等への対策＞

２月１１日【準備工】避難シェルターの設置等

２月１２日【準備工】搬入路の設置等

【避難シェルター】

・ 危険を伴う箇所において無人化施工による除石を実施
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２月１３日調査時の火砕流の状況

有村川除石状況【２月１４日】

２月１３日～【緊急除石工】有村川１号えん堤除石等

２月１５日～【緊急除石工】無人化施工による除石開始



○有村川上流に堆積した火砕流堆積物が降雨等の影響により流下する恐れがあることから、
有村川１号えん堤の緊急除石を行い、安全性を確保

○危険が及ぶ可能性のある箇所においては、無人化施工を行い、作業員の安全を確保しつつ、
早期の緊急対策の完了に努める

「桜島「桜島 有村川の緊急除石工事」について有村川の緊急除石工事」について ～無人化施工による緊急除石～～無人化施工による緊急除石～
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＜＜ロボＱロボＱ仕様＞仕様＞
バックホウ型：バックホウ型：0.7m30.7m3××１台１台
クローラーダンプ型：クローラーダンプ型：1111ｔｔ××１台１台

（２月１５日（２月１５日より掘削より掘削））
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９世帯１４名

桜島

国土交通省
九州技術事務所

ロボＱ（バックホウ型、
クローラーダンプ型）
を派遣

○作業員の安全を確保しつつ早急な除石を行う
必要があることから、国土交通省の九州技術
事務所よりに配備している。
無人化施工機械（ロボＱ）を桜島へ派遣
※２月１５日に桜島に到着し掘削作業を実施

＜無人化施工（ロボＱ）イメージ＞


